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安心安全な農産品や加工食品、ミールキットなどの食品宅配を展開するオイシックス・ラ・大地株式会社（本社：東京都

品川区、代表：高島 宏平、以下「当社」）は、オーダーメイドケータリングサービス事業などを手掛ける株式会社 CRAZY 
KITCHEN(本社：東京都墨田区、代表：土屋 杏理、以下「クレイジーキッチン」)を、親会社である株式会社 CRAZY(本社：
東京都墨田区、代表：森山和彦)から当社への株式譲渡により、本年 8 月末までに子会社化する予定です。 

 
 

■ 子会社化の目的 
 

１．食イベントや店舗展開での１．食イベントや店舗展開での１．食イベントや店舗展開での１．食イベントや店舗展開でのクリエイティビティクリエイティビティクリエイティビティクリエイティビティの向上の向上の向上の向上    
クレイジーキッチンは、「食時を、デザインする」を企業コンセ

プトとしていて、食事だけではなく、食事を楽しむ空間、時間、 
コミュニケーションをデザインする、オーダーメイドケータリング事
業を中心に展開しており、食のクリエイティビティが強みです。 

オイシックス・ラ・大地では、ショップインショップモデルを中心
に実店舗事業を展開していたり、お客さま向けのイベント（東京
ハーヴェスト、オーガニックフェスタなど）も開催するなど、リアル
の場での当社事業の認知獲得、価値伝達を行っております。 
クレイジーキッチンの強みを生かすことで、店舗やイベントのクリ
エイティビティ向上を狙います。 

 
2222．ケータリング事業を通じた．ケータリング事業を通じた．ケータリング事業を通じた．ケータリング事業を通じた当社当社当社当社商品価値伝達と事業商品価値伝達と事業商品価値伝達と事業商品価値伝達と事業支援支援支援支援    

クレイジーキッチンが受託するケータリングイベントへ、「Oisix」
「らでぃっしゅぼーや」「大地を守る会」で取り扱う食材を一部提
供するなど、認知向上を狙います。 

また、クレイジーキッチンは当社が新規獲得営業やオペレー
ションの支援することで、クリエイティブや企画に注力することが
でき、事業の推進を目指します。 
 
 
■ クレイジーキッチンの企業情報 

 
・会社名：株式会社 CRAZY KITCHEN 
・代表：土屋 杏理 
・ 所在地：〒130-0011 東京都墨田区石原 1-35-8 
・設立：2015 年 11 月 16 日 
・資本金：500 万円 
・事業概要：ケータリングサービス事業、イベントプロデュース事業、空間演出事業 
・ＵＲＬ：https://crazykitchen.jp/ 
 
 
 
オイシックス・ラ・大地株式会社について 
オイシックス・ラ・大地株式会社は、有機・特別栽培野菜、添加物を極力使わない加工食品など安心・安全に配慮した食品の宅

配サービスを「Oisix(おいしっくす)」「大地を守る会」にて提供しています。2013 年 7 月からは、必要量の食材とレシピがセッ
トになったミールキット「Kit Oisix」を展開し、累計出荷数が 1100 万個（2018 年 7 月時点）を越え、好評を得ています。今後
は株式会社 NTT ドコモと、ミールキット専用の EC サイトを立ち上げる予定です。 
また、2018 年 10 月には、同じく有機野菜などの宅配サービスを手がけるらでぃっしゅぼーや株式会社と経営統合を予定してお

り、統合に先駆けて 2018 年 7 月に「オイシックス・ラ・大地」に社名変更し、より良い食卓の広がりを目指して参ります。買い
物難民を支援する移動スーパー事業、とくし丸も順調に事業を拡大しております。当社は「これからの食卓、これからの畑」を
理念に掲げ、食に関する社会課題をビジネスの手法で解決する事業を推進しています。 

オーダーメイドケータリング事業の「CRAZY KITCHEN」を子会社化 
店舗やイベントでのクリエイティビィティ向上を目指す 
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▼クレイジーキッチンのクリエイティブ例 


